
「統計学への確率論，その先へ」(内田老鶴圃)
正誤表

※以下，例えば 103のような表記は 10ページの上から 3行目，105の表記は 10ページの下から
5行目，などの意味である．

1. 573−5: 定理 2.2.8の証明で，分割∆ : a = a0 < a1 < · · · < an = bは [a, b]を 2n等分するよ
うにとり，g(xk)は xk ∈ [ak−1, ak]を任意にとるのではなく，infx∈[ak−1,ak] g(x)となるよう
に取っておく (ただし，これは gが連続の時であり一般にはもう少し修正が必要)．こうする
ことで，g∆ ↑ g(単調増加)となり，586の S∆の収束が成り立つ．

※より一般的な証明は 第 2版にて修正予定．

2. 618: 「デルタ関数」は 413に挙げた「ディラック関数」と同義である．

3. 7110: 1次元離散型確率変数 → N-値確率変数

4. 716: [−ϵ, ϵ] → (−ϵ, ϵ)

5. 711: P(X = xk) → P(X = k)

6. 818: φ(X) → φ(|X|)

7. 1144−5, 定理 3.3.13, (1):

X のどの成分も定数でないならば，

→ 任意の t(̸= 0) ∈ Rpに対して，t⊤X が定数でないならば，

8. 1146，および脚注など: 直行行列 → 直交行列

9. 1174: sup
k≥n

Xn(ω) → sup
k≥n

Xk(ω)

10. 1173: inf
k≥n

Xn(ω) → inf
k≥n

Xk(ω)

11. 1249: T ⊂ R → 開集合 T ⊂ R

12. 1264: ϵ > 0 → ϵ ∈ (0, 1)

13. 1263: 2
−n1{0<ϵ<1} → 2−n

14. 1314: = → ≤

15. 1373: f(Xn)
p−→ f(Xn) → f(Xn)

p−→ f(X)

16. 1373: X + Y → X ± Y

17. 16412: bn → cn

18. 1674: P(|X| > M) → P(|X| > M − 1)
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19. 16912: g(x) → |g(x)|

20. 16913: ϵ → δ

21. 1732: P

( ∞∪
n=1

∞∩
k=n

Ac
n

)
→ P

( ∞∪
n=1

∞∩
k=n

Ac
k

)

22. 1758: µnの定義は µn := E[Yn]ではなく µn := E[Tn/kn]に修正．

23. 1797: 「任意の β ∈ (0, 1)」→ F−1の任意の連続点 β ∈ (0, 1)」

この修正に伴って，以下の通り証明部分も少し修正が必要：

17911: 「任意の β ∈ (0, 1)に対して」→「Φ(F−1(·))の任意の連続点 β ∈ (0, 1)(これは F−1

の連続点を含む)に対して」

24. 1815: lim inf
n→∞

Zn → lim inf
n→∞

Z2
n

25. 1846: 「分布収束先のX は可積分であり」の一文を削除して，1847の以下の部分を変更：

「E[|Xn|] → E[|X|]」 → 「E[|Xn|] → E[|X|] < ∞」

26. 1857: infn′ E[|Xn′ −Xn′ |p] → infn′ E[|Xn′ −X|p]

27. 18713: 「連続関数 f」→ 「有界連続関数 f(一般性を失うことなく |f | ≤ 1と仮定する)」

1973,4: 直行行列 → 直交行列

28. 20110−14: 「∈ A ⇒」や「∈ Ak ⇒」(k = 1, 2, 3が入る)の部分は全て，「∈ σ(A) ⇒」ある
いは「∈ σ(A2) ⇒」のように σ(·)が付く．

29. 2121−2:以下のように変更：

P(|XnYn| > ϵ) = P
(
{|Xn| > M} ∪

{
|Yn| >

ϵ

M

})
≤ sup

n
P(|Xn| > M) + P

(
|Yn| >

ϵ

M

)
→ 0, n → ∞, M → ∞.

その他，補足・追加すべき事柄について

• p.18, 定理 1.2.12, (ii)の文章で，「．．．σ-加法的である．互いに素な．．．」とあるが，「．．．σ-加
法的である．すなわち，互いに素な．．．」として読んでほしい．

• p.97, 定理 3.2.2, (3)の証明について：同値性の証明が不十分．p.98，(3)に記載の証明は，
X = aY + bの十分性のみを述べている．必要性は以下の通り：

「必要性について，|ρ(X,Y )| = 1となるのは (1)の証明で用いたシュワルツの不等式 (系
2.4.10)で等号が成りたつときであり，定数 t1, t2 ≥ 0, (t1, t2) ̸= (0, 0)に対して t1|X−E[X]| =
t2|Y − E[Y ]| a.s.となるが，これはX と Y に線形関係があることを示している．」
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• 上記の証明のために，系 2.4.10に以下の等号成立条件を加える．

「等号成立は，ある t1, t2 ≥ 0, (t1, t2) ̸= (0, 0)が存在して t1|X| = t2|Y | a.s.となるときに
限る．」

上記の条件は 854にある不等式の等号成立が「xp = yq のとき」であることによる．

• 1229: 「最後の不等式もまたファトゥの補題である」とあるが，少し言葉足らずであるので
補足すると，条件よりXn + Y ≥ 0 a.s.であるので，これにファトゥの補題を用いて，

E
[
lim inf
n→∞

Xn

]
+ E[Y ] = E

[
lim inf
n→∞

(Xn + Y )
]
≤ lim inf

n→∞
E[Xn + Y ] = lim inf

n→∞
E[Xn] + E[Y ].

この両辺から E[Y ]を引けば良い．

以上，

その他，コメント等は shimizu@waseda.jpまでいただけますと幸いです．
最終更新：2020年 12月 28日　清水泰隆
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